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＊元天文台職員入江誠氏から引き継いだもの（日面経緯度線図など） 

元国立天文台職員であった入江誠氏は、筆者より 3 歳年上である。氏は天文情報センタ

ーの質問電話当番に欠員が生じた時にピンチヒッターとして時折天文台にやってくる。氏

が保管してあったものが散逸するのを心配し、アーカイブ室を立ち上げた筆者にいろいろ

なものを託すのである。今回、入江氏から託されたものは以下のとおりである 

１）「乗鞍の記憶」DVD1 枚（これは以前に 1枚いただいていた） 

２）Japan Illustrated The Japan Times QUARTRLY MAGAZINE 1969.Vol.7.No.2 

  （長沢さんが書かれた英文の乗鞍コロナ観測所の紹介記事が載っている） 

３）フォト 1992 年（平成 4年）11.1 November 

（野辺山太陽電波観測所の電波へリオグラフの記事が載っている） 

４）東京大学東京天文台封筒 2枚(21.5x27.5cm) 

５）東京大が東京天文台封筒 2枚（24.1x32.8cm） 

６）日面経緯度線原図（Stonyhurst Sun Disk）フィルム 1箱 

 １．B=+2° B=-2°、 ２．B=+1° B=-1°、 ３．B=+0° B=-0° 

 ４．B=+3° B=-3°、 ５．B=+4° B=-4°、 ６．B=+5° B=-5° 

 ７．B=+6° B=-6°、 ８．B=+7° B=-7°、 ９．CORONAL GRID INTENSITY(5303) 以 

上は黒いビニール袋入り 

 １．B=+2° B=-2°、 ２．B=+1° B=-1°、 ３．B=+0° B=-0° 

 ４．B=+3° B=-3°、 ５．B=+4° B=-4°、 ６．B=+5° B=-5° 

 ７．B=+6° B=-6°、 ８．B=+7° B=-7°、 ９．CORONAL GRID INTENSITY(5303) 以 

上は東京天文台太陽物理部と書かれた紙のファイルケースに入っている 

７）日面経緯度線原図 Stonyhurst Sun Disk B=0°（透明なもの） 2 枚 

８）日面経緯度線原図 Stonyhurst Sun Disk の陰画フィルム 

 １．B=+0° B=-0°：5枚、２．B=+1° B=-1°：6枚、３．B=+2° B=-2°：4枚 

 ４．B=+3° B=-3°：3枚、５．B=+4° B=-4°：4枚、６．B=+5° B=-5°：3枚 

 ７．B=+6° B=-6°：4枚、８．B=+7° B=-7°：8枚 

９）A3 判の日面経緯度線原図 5 枚 

10）透明の分度器の線図フィルム：2枚 

11）分度器の陰画フィルム：2枚 

 写真 1が DVD「乗鞍の記憶」である。この中には大量のデータが入っている。その紹介は

稿を改めるが、ファイルが次の 27 個ある。乗鞍コロナ観測所建設から閉所に至る 60 年間

の貴重な記録であり、データである。１．試験観測隊、２．10 ㎝ドーム建設工事、３．10
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